
哲
志
︵
自
民
︶
の
各
衆
院
議
員
。

会
合
冒
頭
、
支
援
活
動
を
し

て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
系
人
リ

ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

︵
Ｐ
Ｎ
Ｌ
Ｓ
Ｃ
、
東
京
都
新
宿
区
︶

の
理
事
、
青
木
秀
茂
弁
護
士
が
、

こ
れ
ま
で
の
就
籍
活
動
の
経
緯

を
説
明
し
、﹁
比
政
府
が
出
し
た

日
系
２
世
の
公
的
認
証
を
日
本

政
府
も
認
め
る
よ
う
働
き
か
け

て
ほ
し
い
﹂
と
訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
下
地
議
員
は
、
沖
縄
で

66
年
ぶ
り
に
父
親
と
再
会
を
果

た
し
た
奥
間
パ
シ
ー
タ
さ
ん(

69)

に
、﹁
会
え
て
よ
か
っ
た
。
顔
が

そ
っ
く
り
で
親
子
と
す
ぐ
分
か

っ
た
﹂
と
声
を
掛
け
た
後
、﹁
皆

さ
ん
が
来
る
の
を
心
待
ち
し
て

い
た
。
日
本
人
の
血
が
流
れ
て

い
る
の
だ
か
ら
法
的
に
就
籍
が

許
可
さ
れ
、
国
籍
が
回
復
で
き

る
よ
う
今
後
と
も
努
力
す
る
こ

と
を
お
誓
い
す
る
﹂
と
述
べ
、

全
面
的
な
支
援
を
約
束
し
た
。

ま
た
、
日
比
友
好
議
員
連
盟

の
石
井
会
長
は
﹁
日
比
両
国
間

に
は
い
ろ
い
ろ
懸
案
事
項
が
あ

る
が
、
就
籍
問
題
に
つ
い
て
も

皆
さ
ん
の
意
向
を
く
み
取
り
連

盟
と
し
て
も
支
援
し
て
い
き
た

い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

日
系
２
世
７
人
が
一
人
ひ
と

り
紹
介
さ
れ
た
後
、
帰
国
者
を

代
表
し
て
最
年
長
の
ビ
サ
ヤ
地

方
北
サ
マ
ー
ル
州
ラ
ピ
サ
レ
ス

町
在
住
の
ク
ロ
サ
ワ
・
ホ
セ
さ

ん(

81)

が
、﹁
日
本
に
来
れ
て
感

謝
し
て
い
る
。
父
の
情
報
が
な

い
ま
ま
、
長
い
時
間
を
過
ご
し

て
き
た
が
、
日
本
に
来
ら
れ
た

の
も
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
﹂

と
、
う
れ
し
そ
う
に
話
し
た
。

一
行
は
10
日
、
東
京
都
内
を

観
光
し
た
後
、
同
日
夜
、
成
田

空
港
か
ら
マ
ニ
ラ
に
戻
る
予
定
。

︵
東
京
支
局
︶

３
営
業
日
続
落

比
総
合
株
価
指
数

世
界
の
金
融
市
場
で
株
安
が

続
く
中
、
９
日
の
比
証
券
取
引

所
︵
Ｐ
Ｓ
Ｅ
︶
の
総
合
株
価
指

数
は
、
前
日
比
１
７
４
・
21
ポ

イ
ン
ト
減
の
４
１
５
７
・
03
で

引
け
、
３
営
業
日
連
続
で
下
落

し
た
。
同
指
数
が
４
１
０
０
台

と
な
っ
た
の
は
、
６
月
17
日
以

来
、
約
１
カ
月
半
ぶ
り
。

同
日
値
を
上
げ
た
の
は
14
銘

柄
、
下
げ
た
の
は
１
７
０
銘
柄
。

14
銘
柄
が
変
動
な
し
。
出
来
高

は
約
80
億
９
３
０
０
万
株
、
約

83
億
６
５
０
０
万
ペ
ソ
。

50
世
帯
焼
け
出
さ
れ
る

首
都
圏
パ
ラ
ニ
ャ
ー
ケ
市
タ

ン
ボ
の
民
家
で
７
日
、
火
災
が

発
生
。
約
２
時
間
後
に
鎮
火
し

た
が
、
火
は
周
辺
の
民
家
に
燃

え
移
り
約
50
世
帯
が
焼
け
出
さ

れ
た
。
死
亡
者
は
い
な
い
。

パ
ラ
ニ
ャ
ー
ケ
市
消
防
局
は
、

ろ
う
そ
く
の
火
が
出
火
原
因
と

み
て
い
る
。

22
日
に
再
開
す
る
比
政
府
と

イ
ス
ラ
ム
急
進
派
、
モ
ロ
・
イ

ス
ラ
ム
解
放
戦
線
︵
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
︶

の
和
平
交
渉
を
前
に
、
ミ
ン
ダ

ナ
オ
地
方
マ
ギ
ン
ダ
ナ
オ
州
ダ

ト
ゥ
ピ
ア
ン
町
郊
外
で
９
日
朝
、

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
関
係
者
同
士
の
交
戦

が
発
生
し
、
同
日
深
夜
ま
で
に

少
な
く
と
も
５
人
が
死
亡
、
９

人
が
負
傷
し
た
。

国
軍
に
よ
る
と
、
交
戦
は
、

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
第
１
０
５
部
隊
の
カ

ト
元
部
隊
長
傘
下
の
集
団
と
Ｍ

Ｉ
Ｌ
Ｆ
第
１
０
６
部
隊
の
間
で

起
き
た
。
農
地
争
い
が
原
因
と

い
う
。

国
軍
は
部
隊
を
交
戦
現
場
付

近
に
派
遣
し
て
、
事
態
の
沈
静

化
を
図
る
と
と
も
に
避
難
民
の

誘
導
を
続
け
て
い
る
。

カ
ト
元
部
隊
長
は
、
比
政
府

と
の
和
平
交
渉
へ
の
不
満
か
ら

２
０
１
０
年
７
月
ご
ろ
に
Ｍ
Ｉ

Ｌ
Ｆ
を
離
脱
し
た
と
さ
れ
る
。

追
従
し
た
部
下
と
と
も
に
﹁
バ

ン
サ
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
自
由
戦

士
﹂
と
呼
ば
れ
る
分
派
を
形
成

し
た
と
も
さ
れ
、
最
終
局
面
に

あ
る
和
平
交
渉
の
不
安
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

22
日
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
で
再

開
す
る
和
平
交
渉
で
は
、
政
府

側
の
和
平
協
定
案
が
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ

に
提
示
さ
れ
る
見
通
し
。
交
渉

を
妨
害
す
る
た
め
、
カ
ト
元
部

隊
長
傘
下
の
集
団
が
戦
闘
を
仕

掛
け
た
可
能
性
も
あ
る
。

８
月
下
旬
に
交
渉
再
開

対
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
和
平

比
政
府
と
イ
ス
ラ
ム
急
進
派
、

モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線

︵
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
︶
は
８
月
22
〜
24
日

に
仲
介
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
首

都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
公
式

和
平
交
渉
を
再
開
す
る
。
レ
オ

ネ
ン
比
政
府
側
交
渉
団
長
は
９

日
ま
で
に
発
表
し
た
声
明
で
、

﹁
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
側
が
独
立
を
要
求
し

な
い
限
り
、
政
府
は
和
平
問
題

に
お
け
る
政
治
的
解
決
は
可
能

と
確
信
し
て
い
る
﹂
と
述
べ
た
。

同
団
長
は
、
４
日
に
行
わ
れ

た
ア
キ
ノ
大
統
領
と
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ

ム
ラ
ド
議
長
の
会
談
に
つ
い
て

﹁
歴
史
的
会
談
で
あ
り
、
和
平
合

意
に
向
け
た
政
府
の
誠
実
さ
の

表
れ
で
あ
る
﹂
と
位
置
付
け
、

和
平
問
題
に
お
け
る
前
政
権
と

の
姿
勢
の
違
い
を
強
調
し
た
。

政
府
側
は
次
回
和
平
交
渉
で
、

和
平
協
定
案
の
対
案
を
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｆ
に
提
示
す
る
見
通
し
。

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
側
は
、
公
式
交
渉

が
再
開
し
た
今
年
２
月
、
立
法

権
や
資
源
開
発
権
の
一
部
移
譲

を
伴
う
﹁
サ
ブ
ス
テ
ー
ト
︵
小

国
家
︶﹂
の
設
立
を
柱
に
し
た
和

平
協
定
案
を
提
出
済
み
。

首
都
圏
パ
サ
イ
市
の
日
本
大

使
館
か
ら
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
路
上
で
、
８
日
午
前
８

時
10
分
ご
ろ
、
翻
訳
会
社
社
長

の
日
本
人
男
性(

43)

＝
横
浜
市
出

身
＝
が
、
拳
銃
で
腰
部
を
撃
た

れ
負
傷
、
円
や
ド
ル
を
含
め
現

金
計
約
１
２
０
万
ぺ
ソ
相
当
が

入
っ
た
か
ば
ん
を
奪
わ
れ
た
。

犯
人
は
１
人
で
、
犯
行
後
オ
ー

ト
バ
イ
で
逃
走
し
た
。

首
都
圏
警
察
パ
サ
イ
署
の
調

べ
で
は
、
男
性
は
普
段
ど
お
り

自
宅
か
ら
１
人
で
歩
い
て
近
く

の
会
社
へ
向
か
う
途
中
だ
っ
た
。

犯
人
は
道
路
わ
き
に
停
車
中
の

ト
ラ
ッ
ク
２
台
の
間
に
オ
ー
ト

バ
イ
を
停
車
し
、
男
性
を
待
ち

伏
せ
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い

る
。マ

ニ
ラ
新
聞
の
取
材
に
対
し

男
性
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
間
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
と
マ
ス
ク
姿
の
男
が

い
る
の
に
気
づ
き
、
通
り
過
ぎ

て
か
ら
﹁
違
和
感
を
感
じ
て
﹂

後
ろ
を
振
り
返
っ
た
と
こ
ろ
、

い
き
な
り
犯
人
か
ら
拳
銃
を
向

け
ら
れ
た
。
驚
い
た
男
性
が
と

っ
さ
に
逃
げ
よ
う
と
走
り
出
し

た
と
た
ん
、
後
ろ
か
ら
﹁
パ
ン
﹂

と
い
う
銃
声
が
聞
こ
え
、
体
の

背
後
に
熱
と
痛
み
を
感
じ
、
そ

の
場
に
倒
れ
込
ん
だ
。
犯
人
は

犯
行
の
際
、
一
言
も
発
し
な
か

っ
た
と
い
う
。

発
砲
は
１
発
だ
け
で
、
弾
は

右
腰
周
辺
を
か
す
め
た
。
腰
に

は
直
径
４
セ
ン
チ
ほ
ど
の
傷
口

が
あ
り
、
皮
膚
が
め
く
れ
る
状

態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
後
で

分
か
っ
た
。
ま
た
転
ん
だ
際
に

手
足
に
擦
り
傷
を
負
っ
た
。
男

性
の
話
か
ら
は
拳
銃
に
は
サ
イ

レ
ン
サ
ー
が
つ
い
て
い
た
と
み

ら
れ
る
が
、
同
日
夜
現
在
パ
サ

イ
署
は
拳
銃
の
種
類
を
ま
だ
明

ら
か
に
し
て
い
な
い
。

男
性
は
黒
の
か
ば
ん
二
つ
を

所
持
、
双
方
に
現
金
を
入
れ
て

い
た
。
一
つ
は
肩
に
か
け
、
も

う
一
つ
は
手
に
持
っ
て
い
た
が
、

犯
人
は
男
性
が
倒
れ
た
際
、
多

額
の
現
金
が
入
っ
た
方
の
か
ば

ん
だ
け
を
奪
っ
た
と
い
う
。
こ

の
か
ば
ん
に
は
、
小
分
け
に
さ

れ
た
計
約
１
２
０
万
ペ
ソ
相
当

の
現
金
と
、
被
害
者
の
旅
券
、

書
類
な
ど
が
入
っ
て
い
た
。

犯
行
現
場
は
、
男
性
の
会
社

か
ら
約
10
メ
ー
ト
ル
。
銃
声
を

聞
い
た
同
社
の
警
備
員
が
駆
け

付
け
た
が
、
犯
人
は
す
ぐ
に
オ

ー
ト
バ
イ
に
乗
り
、
ロ
ハ
ス
通

り
に
出
て
逃
げ
去
っ
た
。
男
性

は
同
社
の
警
備
員
と
社
員
に
助

け
ら
れ
、
タ
ク
シ
ー
で
近
く
の

病
院
に
向
か
っ
て
治
療
を
受
け

た
が
、
同
日
中
に
帰
宅
し
、
事

件
当
日
も
午
後
か
ら
出
社
し
た
。

男
性
は
在
比
し
て
約
12
年
に

な
る
。
以
前
に
勤
め
て
い
た
会

社
か
ら
独
立
し
、
今
回
事
件
の

あ
っ
た
場
所
に
移
っ
て
か
ら
は

約
３
年
に
な
る
。
現
金
は
絶
え

ず
持
ち
歩
く
の
が
習
慣
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
。

邦
人
男
性
銃
撃
受
け

大
使
館
が
注
意
喚
起

首
都
圏
パ
サ
イ
市
の
在
フ
ィ

リ
ピ
ン
日
本
大
使
館
近
く
の
路

上
で
起
き
た
日
本
人
男
性
銃
撃

事
件
を
受
け
、
同
大
使
館
は
９

日
、
外
出
時
に
多
額
の
現
金
を

持
ち
歩
か
な
い
な
ど
被
害
予
防

策
を
心
掛
け
る
よ
う
在
留
邦
人

に
注
意
喚
起
し
た
。

銃
撃
さ
れ
た
日
本
人
男
性
が

①
業
務
の
た
め
多
額
の
現
金
を

所
持
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る

②
犯
人
が
男
性
の
通
勤
経
路

な
ど
行
動
パ
タ
ー
ン
を
調
べ

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︱
︱

な
ど
か
ら
、﹁
可
能
で
あ
れ
ば
、

︵
外
出
時
の
︶
行
動
パ
タ
ー
ン

を
変
え
る
こ
と
が
大
切
﹂
と
も

呼
び
掛
け
た
。

さ
ら
に
、
実
際
に
強
盗
に
遭

遇
し
た
際
の
対
処
法
に
つ
い
て

は
、﹁
身
の
安
全
を
第
一
に
、
絶

対
に
抵
抗
せ
ず
、
犯
人
の
指
示

に
従
う
。
所
持
金
品
に
執
着
を

示
す
と
、
思
わ
ぬ
結
果
を
招
く

こ
と
に
な
る
﹂
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。服

装
規
定
を
徹
底

入
国
管
理
局

入
国
管
理
局
は
こ
の
ほ
ど
、

首
都
圏
マ
ニ
ラ
市
イ
ン
ト
ラ
ム

ロ
ス
に
あ
る
同
局
本
部
に
出
入

り
す
る
際
、
ド
レ
ス
コ
ー
ド

︵
服
装
規
定
︶
の
厳
格
化
を
始
め

た
。
こ
れ
ま
で
徹
底
さ
れ
て
お

ら
ず
、
短
パ
ン
に
サ
ン
ダ
ル
履

き
の
外
国
人
が
同
局
本
部
に
出
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日刊マニラ新聞

一一日日一一本本健健腸腸長長寿寿

フ
ィ
リ
ピ
ン
文
化
セ
ン
タ
ー

︵
Ｃ
Ｃ
Ｐ
、
首
都
圏
パ
サ
イ
市
︶

は
９
日
、﹁
神
聖
さ
を
汚
す
﹂
と

カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
、
信
者
ら
か

ら
非
難
が
集
ま
っ
て
い
た
展
示

を
中
止
し
た
。
展
示
は
６
月
17

日
に
始
ま
り
、
８
月
21
日
ま
で

行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
。

Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
９
日
発
表
し
た
声

明
で
、
中
止
決
定
の
理
由
を

﹁
幹
部
や
関
係
者
、
所
有
物
に
対

す
る
脅
迫
行
為
が
増
加
し
た
た

め
﹂
と
説
明
。
作
品
に
対
す
る

非
難
に
と
ど
ま
ら
ず
、
４
日
に

は
鑑
賞
に
訪
れ
た
男
女
が
作
品

の
一
部
を
破
壊
し
、
放
火
し
よ

う
と
し
た
こ
と
や
、
幹
部
ら
に

対
す
る
脅
迫
メ
ー
ル
な
ど
が
相

次
い
だ
と
し
、
事
態
を
重
く
受

け
止
め
た
と
い
う
。

し
か
し
、
問
題
の
作
品
に
つ

い
て
は
、
２
０
０
２
年
か
ら
ア

テ
ネ
オ
・
デ
・
マ
ニ
ラ
大
や
比

大
な
ど
で
展
示
さ
れ
て
き
た
と

経
緯
を
説
明
し
た
上
で
、﹁
Ｃ
Ｃ

Ｐ
は
今
後
も
比
人
芸
術
家
の
自

由
な
表
現
の
場
で
あ
り
続
け
る
﹂

と
し
た
。

同
決
定
を
受
け
、
ア
キ
ノ
大

統
領
は
こ
れ
を
歓
迎
。
国
民
の

85
％
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
Ｃ

Ｃ
Ｐ
は
公
金
で
運
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
、﹁
大
半
の
人
々

の
信
条
を
攻
撃
す
る
行
為
は
国

民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
は
な

ら
な
い
﹂
と
発
言
し
た
。

一
方
、
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
は
同
日
午

後
、
話
題
の
展
示
を
一
目
見
よ

う
と
学
校
帰
り
の
学
生
ら
が
多

く
訪
れ
た
。

マ
ス
コ
ミ
を
専
攻
し
て
い
る

大
学
４
年
の
ジ
ョ
ナ
ベ
ル
・
マ

ガ
リ
ャ
ネ
ス
さ
ん(

19)

は
、﹁
作

品
自
体
は
同
じ
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
と
し
て
不
愉
快
だ
と
思
う
。

で
も
、
実
際
に
作
品
を
見
て
作

者
が
込
め
た
思
い
や
伝
え
た
い

こ
と
が
知
り
た
い
。
興
味
が
あ

る
の
に
残
念
﹂
と
話
し
た
。

入
口
前
に
は
、
報
道
陣
や
学

生
ら
の
ほ
か
に
、
道
に
座
り
込

み
無
言
で
抗
議
す
る
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
グ
ル
ー
プ
の
姿
も
あ
っ

た
。
首
都
圏
マ
ニ
ラ
市
キ
ア
ポ
、

カ
ロ
オ
カ
ン
市
な
ど
か
ら
集
ま

っ
た
信
者
ら
約
20
人
は
午
後

２
時
半
ご
ろ
か
ら
座
り
込
み

を
開
始
。
路
上
で
の
花
売
り

の
仕
事
を
放
棄
し
て
駆
け
つ

け
た
と
い
う
ア
ナ
リ
ン
・
デ
ロ

サ
ン
ト
ス
さ
ん(

40)

は
、﹁
わ
た

し
た
ち
は
神
様
の
偶
像
を
崇
拝

し
て
い
る
。
信
仰
は
尊
重
す
べ

き
も
の
。
あ
ん
な
も
の
は
許
さ

れ
な
い
﹂
と
語
気
を
強
め
た
。

展
示
が
再
開
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
ま
た
駆
け
つ
け

る
と
い
う
。

別
の
グ
ル
ー
プ
は
、
展
示
中

止
決
定
後
も
Ｃ
Ｃ
Ｐ
幹
部
と
作

品
を
作
っ
た
サ
ン
ト
ト
マ
ス
大

の
学
生
、
卒
業
生
ら
に
対
す
る

告
発
は
継
続
す
る
と
表
明
。
エ

ス
ト
ラ
ダ
上
院
議
員
、
エ
ン
リ

レ
上
院
議
長
も
そ
ろ
っ
て
幹
部

ら
の
辞
職
を
求
め
た
。

作
品
は
、
キ
リ
ス
ト
の
肖
像

に
男
性
器
を
か
た
ど
っ
た
工
芸

品
が
立
体
的
に
取
り
付
け
ら
れ

た
も
の
や
、
露
出
度
の
高
い
女

性
の
写
真
な
ど
と
キ
リ
ス
ト
の

肖
像
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ラ
ー

ジ
ュ
。

日
本
大
使
館
付
近
で
拳
銃
強
盗

邦
人
男
性
撃
ち
現
金
な
ど
奪
う

問
題
の
展
示
を
中
止

相
次
ぐ
脅
迫
な
ど
事
態
重
視

日
本
国
籍
記
載
を
申
し
立
て

て
日
本
に
滞
在
中
の
比
残
留
日

本
人
︵
日
系
２
世
︶
７
人
が
９

日
午
後
、
親
族
ら
に
付
き
添
わ

れ
、
東
京
都
千
代
田
区
の
衆
院

第
２
議
員
会
館
に
比
残
留
日
本

人
問
題
等
議
員
連
盟
幹
事
長
の

下
地
幹
郎
衆
院
議
員
︵
国
民
新

党
︶
ら
を
表
敬
訪
問
し
、﹁
皆
さ

ん
の
努
力
で
父
の
国
を
訪
問
で

き
ま
し
た
﹂
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

同
会
館
地
階
の
会
議
室
で
応

対
し
た
の
は
下
地
議
員
の
ほ
か
、

同
連
盟
事
務
局
長
の
糸
川
正
晃

︵
民
主
︶、
日
比
友
好
議
員
連
盟

会
長
の
石
井
一
︵
民
主
︶、
坂
本

ア
ロ
ヨ
前
政
権
下
の
不
正
疑

惑
に
関
連
し
て
、
デ
リ
マ
司
法

長
官
は
９
日
、
略
奪
容
疑
な
ど

で
告
発
さ
れ
た
ア
ロ
ヨ
前
大
統

領
を
出
国
監
視
対
象
者
リ
ス
ト

に
入
れ
る
よ
う
入
国
管
理
局
に

命
じ
た
。

命
令
の
有
効
期
間
は
60
日
間

で
、
同
長
官
の
判
断
で
延
長
可

能
。
今
後
は
、
出
国
時
に
同
省

の
許
可
取
得
を
義
務
付
け
ら
れ

る
。前

政
権
下
の
不
正
疑
惑
絡
み

で
出
国
監
視
対
象
と
な
っ
た
の

は
、国
家
警
察
の
中
古
ヘ
リ
導
入

問
題
な
ど
へ
の
関
与
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
前
大
統
領
の
夫
、
ホ

セ
ミ
ゲ
ル
氏
や
前
々
回
大
統
領

選
︵
２
０
０
４
年
︶
の
不
正
工

作
を
統
括
し
た
と
さ
れ
る
ガ
ル

シ
リ
ア
ノ
元
中
央
選
管
委
員
ら
。

ア
ロ
ヨ
前
大
統
領
は
①
海
外

就
労
者
︵
Ｏ
Ｆ
Ｗ
︶
支
援
用
基

金
②
旧
イ
ロ
イ
ロ
空
港
跡
地
売

却
③
農
務
省
予
算
④
比
慈
善
宝

く
じ
協
会
予
算
︱
︱
の
不
正
支

出
・
流
用
に
絡
む
略
奪
容
疑
な

ど
で
告
発
さ
れ
、
司
法
省
検
察

局
な
ど
が
捜
査
中
。

座り込んで抗議するカトリック団体のメンバーら＝９日午後４時ごろ、
首都圏パサイ市比文化センター入り口前で写す

前

大
統
領
も
出
国
監
視
下
に

司
法
長
官
、入
管
に
命
令

イ
ス
ラ
ム
教
徒
自
治
区
︵
Ａ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
︶
知
事
選
延
期
法
案
の

違
憲
性
を
め
ぐ
る
裁
判
で
、
最

高
裁
は
９
日
、
第
１
回
口
頭
弁

論
を
開
い
た
。
ラ
グ
マ
ン
下
院

野
党
院
内
総
務
ら
原
告
団
は
、

選
挙
延
期
に
伴
う
知
事
ら
の
ポ

ス
ト
を
ア
キ
ノ
大
統
領
が
任
命

す
る
権
限
に
つ
い
て
、
憲
法
条

項
違
反
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
指

摘
し
た
。

同
院
内
総
務
は
、
大
統
領
に

よ
る
任
命
権
は
憲
法
条
項
の
範

囲
外
と
主
張
し
、﹁
後
任
の
知
事

ら
は
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
の
住
民
に
よ
る

選
挙
で
決
ま
る
べ
き
だ
。
そ
れ

を
大
統
領
の
権
限
で
選
ぶ
の
は

危
険
な
シ
ナ
リ
オ
に
な
る
﹂
と

語
っ
た
。

比
大
学
法
学
部
の
ア
ガ
ビ
ン

元
学
部
長
は
、﹁
大
統
領
任
命
は

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
権
利
を
奪
い

取
っ
て
い
る
。
同
知
事
選
延
期

法
は
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る

市
民
権
保
障
の
侵
害
に
当
た
る
﹂

と
述
べ
た
。

ま
た
、
政
府
が
推
進
す
る
Ａ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
地
域
の
改
革
を
望
ん
で

い
な
い
の
か
と
の
コ
ロ
ナ
最
高

裁
長
官
の
質
問
に
対
し
、
同
元

学
部
長
は
、
知
事
選
延
期
が
な

く
て
も
改
革
実
行
は
可
能
と
の

認
識
を
示
し
た
。

口
頭
弁
論
は
同
日
午
後
２
時

か
ら
約
３
時
間
続
い
た
。
次
回

は
16
日
の
予
定
で
、
大
統
領
府

関
係
者
ら
が
出
廷
す
る
。

同
知
事
選
延
期
法
は
、
同
知

事
選
を
２
０
１
３
年
５
月
の
統

一
選
と
同
時
実
施
す
る
内
容
。

﹁
大
統
領
の
任
命
権
は
違
憲
﹂

口
頭
弁
論
で
原
告
団

入
り
す
る
姿
が
目
立
っ
て
い
た

た
め
。

同
局
の
ダ
ビ
ド
局
長
は
、
服

装
の
乱
れ
た
人
物
の
同
本
部
出

入
り
を
禁
止
す
る
よ
う
同
局
担

当
職
員
に
指
示
し
た
。

同
局
幹
部
は
、
﹁
海
外
で
就

労
す
る
比
人
の
服
装
が
乱
れ

て
い
る
場
合
、
当
国
の
入
国

管
理
局
に
出
入
り
で
き
な
い

だ
ろ
う
﹂
と
述
べ
、
比
国
内

で
も
徹
底
さ
せ
る
必
要
性
を

強
調
し
た
。

同
局
に
よ
る
と
、
以
前
は
同

局
で
も
ド
レ
ス
コ
ー
ド
が
徹
底

さ
れ
て
い
た
が
、
ア
ロ
ヨ
前
政

権
下
で
徐
々
に
緩
く
な
っ
た
と

い
う
。

謝
辞
を
述
べ
る
日
系
２
世
の
ク
ロ
サ
ワ
・
ホ
セ
さ
ん
︵
右
︶

＝
東
京
・
永
田
町
の
衆
院
第
２
議
員
会
館
で
９
日
午
後
４
時
40
分
ご
ろ
写
す

連
盟
議
員
を
表
敬
訪
問

就
籍
で
支
援
を
約
束

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
関
係
者
が
交
戦

和
平
交
渉
の
再
開
控
え

きょうの天気と気温
マニラ　　　　　　　　　　　 25-32

バギオ　　　　　　　　　　　 15-23

タガイタイ　　　　　　　　　 23-28

アンヘレス　　　　　　　　　 23-32

セブ　　　　　　　　　　　　 25-31

ダバオ　　　　　　　　　　　 23-31

カガヤンデオロ　　　　　　　 23-31

日の出（マニラ）午前５時41分

日の入り　　　　午後６時22分

９日の気温 最高32.0（午後１時50分）

最低25.1（午前５時）

外国為替（９日）

＄１＝Ｐ42.520（前日比Ｐ0.020安）

＝￥77.23（同￥0.57高、東京）

１万円＝Ｐ5,470、＄100＝Ｐ4,240

（マニラ市の市中両替商調べ）

株価動向
比証券取引所株価指数＝4,157.03

（前日比174.21ポイント▼）

東証Ι部平均株価＝8,944.48円

（同153.08円▼）

トップニュース（９日）

≫アロヨ前大統領の夫、ホセミゲル氏

が帰国　　　　　　　　（ブレティン）

≫中古ヘリ導入問題が発覚した国家警

察の創設記念式典で、「今後、導入さ

れる装備品はすべて新品に」と大統領

（スター）

≫アキノ大統領、モロ・イスラム解放

戦線（ＭＩＬＦ）との早期和平合意に

積極姿勢示す　　　　　　（タイムズ）

≫和平合意後、政府とＭＩＬＦが「サ

ブステート（小国家）」創設へ

（トリビューン）

≫米国債格下げによる世界同時株安が

止まらず　　　　（インクワイアラー）

大衆紙の話題
カジノで偽札使おうとしたイラン人

拘束 首都圏警察パサイ署は７日、ド

ルの偽札所持容疑で、イラン国籍の男

性(30)を拘束した。パサイ市内の公営

カジノで、３万ドル相当の偽札をチッ

プと交換しようとした疑い。カジノ職

員が男性を取り押さえ、同署に突き出

した。 （９日・テンポ）

パサイ市

比文化センター

不
正
疑
惑

告
発
受
け

Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
選

延
期
法
案

マギンダナオ

日系２世


